
ホ タ テ ガ イ の 環 境 条 件 に

対 す る 耐 忍 試 験

佐 藤 敦 ･尾 坂 康 ･永 峰 文 洋 ･川 村 要

は じ め に

陸奥湾のホタテガイ漁業は軌道にのり年々増産の一途をたどり､昭和40年にはわずか 283トンであっ

たものが昭和49年には46,773トンと､実に驚異的な増大を示している｡

天然採苗の付着椎貝総数にしても､昭和41年 341万個から昭和49年には1,976億個となっている｡そ

のうち垂下養殖に6億個､地まき放流に3億 5,000万個､計 9億 5,000万個の椎貝を使用していること

になる｡

このように椎貝の数が多くなると､ホタテガイ養殖管理上重要と考えられる貝の分散､選別手入れ作

業がついおろそかにされる傾向があるように見受けられる｡

ホタテガイは種々な環境条件の変化に対してどれほどの耐忍性を有しているのか､ここでは塩分濃度､

高水温､酸素の消費について実験室において行なった結果の概要と養殖作業上の留意点を述べて見る｡

1 高水温に対する耐忍性

材料および方法

(a)供試貝および水温範囲

年 令 産 地 水 槽 Nh. 水温範囲 平均数長(範囲)

備 考0 年 貝(50年産 ) 茂 浦 産 Na 1Na 2No. 3 (OC)25.0～ 26.023.0～ 24.020.0～ 22.1 (m )1.62(2.15- 1.3)1.42(1.95- 1.1)1.36(1.65- 1.0) 昭50.

9.13- 10.131 年 貝(49年産 ) 土 屋 産 No. 1Nm 2No. 3 25.4～ 26.223.0～ 24.617.0～ 20.8 J6.37(7.0- 5.9)6.56(7.6- 5.8)6.45(7.3- 5.5)

昭50.10.16- ll.82 年 貝(48年産 ) 束 田 沢 産 No. 1Na 2Na 3 25.4～ 25.922.5～ 24.516.5～ 20.4 9.14(9.

8- 8.3) 昭50.l

l.10- ll.25(b)苓器および供試員数0年貝 容量1

3.eのアクリル水槽に50枚の供試貝を収容した.1年貝 苓量302のパンラ



2年貝 容量302のパンライト水槽に5枚の供試貝を収容した｡

(C)方 法

飼育水は､ 2日毎に言の交換を行なった｡同時に餌料として 4,000万｡｡lls/ccに増殖している

Green-WateTを200∝宛給餌した｡

各サイズについてNal､Na2はレギュレーターにより水温の調節を行ない､N0.3は室温のまま放置

した｡

試験結 果および考察

ホタテガイの成育温度範囲は 5.0-23.0℃とされ､水温が23.0℃を超えると危険であるといわれてい

る｡しかし椎貝の採取は7月～ 8月の高水温期に行なうのが普通で､このころになると気温も大分高く

なってくる｡

第 1図に示したように､ 0年貝の場合には25.0-26.0℃で飼育すると13日頃か ら柴死貝が急に多なり

17日目には全滅という結果になっている｡また､ 20.0- 22.0℃で飼育すると30日間に12%､23.0-

24･0℃では44%の-い死率となっている｡

1年貝の場合には25･4- 26･2℃で飼育すると7日目で全滅し､ 17.0- 20.8℃では飼育24日で10%

のへい死率を示している｡

2年貝の場合には25･4- 25･9℃の範囲で飼育すると2日目､ 22.5- 24.5℃では15日目に全滅して

いる｡また 16･5- 20･4℃では15日迄は0%の-い死率であった｡
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第 2図に陸奥湾の久栗坂地先におけるブイロボットによる水温の層別変化を示したが､水温の上昇

ピークは深さにより異なり､ 9月末になると循環期にな り上下の水温の差がなくなる傾向が見られる｡

このように夏期に水温が上昇し始めたら安全な水深まで養殖寵 を下げ､そっキしておくことが必要であ

ると思われる｡

2 海水の塩分濃度に対する耐忍性

材料および方法

(a)供試貝および塩分濃度

年 令 産 地 水 槽 Na 比 重 範 囲 塩 素 量

備 考0 年 貝 茂 浦 産 No. 1Na 2 10.7Qo15)16.6 8.53(%o)12.23 9月30日～10月 1日水温 20.6oC

&& 1.0- 1.5m(50年産 ) No. 3No. 4 22.526.

0 15.9018.821 年 貝(49年産 ) 土 屋 産 Nn 1NG 2No. 3Na 4 9.515.519.524.5 7.5013.1714.5918.507 10月 2日～10月-3日

水温 19.5oCa& 6.1- 7.5cm2 年 貝 東 田 沢 産 対a lNo. 2 9.515.5 7.852ll.738 10月 6日～1

0月 7日水温 20.OoC殻長 8.5- 10.4cm(48年産 ) No. 3No. 4 1

9.524.5 14.70718.622(

b)方 法苓量30.eのパンライト水槽に 0年貝2

0枚､ 1年貝10貝､ 2年貝10枚宛収零し

､ウォーターバス型式で

温度を調節､24時間実験を行なった｡試

験結果および考察ホタテガイは一般的に狭塩

性で塩分濃度の高い海水に適応していると云われ

､実験の結果では塩分濃度に対する耐忍性は大 きい貝ほど

強 く､比重1,015 (淡水/海水-与)程

度で も充分耐え得 るようである｡ しか し椎貝の場合は

大きい貝よりも弱く､比重 1,016程度以下にな

ると5時間以内にはほとんどの貝が死んでしまう

結果になっている｡このように塩分濃度の低下

に対 して椎貝の場合は非常に弱いようである｡雨の強い日や大雨後の
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充分に気をつけて作業を行なうことが肝要である｡

3 海水の酸素飽和度の低下 に対す る耐忍性

陸奥湾では椎貝の選別､分散作業の際にはほとんどの漁業者は直径50m､深さ20mほどのポリエチレ

ン製のタライを使用している｡その際タライの中にかなり高密度に椎貝を収容するので､当然容器内の

溶存酸素が消費されることが考えられる｡このようなことに関連して椎貝は溶存酸素の低下に対してど

のような反応を示すかを調べてみた｡

材料および方法

日 時 昭和 50年 11月7日

供試貝 殻長1.7- 2.3cm

各50個宛収容 全重量659

苓 器 12ビーカー

海水600me

水 温 19.5℃～ 21.0℃

塩素量 18,275%o

12ビーカー3個に､それぞれ海水

600αを容れ､これに50個体の椎貝を

収容し､各ビーカー毎に5分､15分､

40分おきに椎貝の中層より海水を採取

し酸素量を測った｡
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03540 (令) 経過時間第 4図 酸素量の低下と椎貝の活動状況試験結果および考察

第 4図に示したように､試験開始後 5分間で椎貝は動き始める｡ その時の酸素飽和度は74.3%で､さらに15分後には48.3%となり､椎貝は相当活発に動き泳ぎまわる｡40分経過すると14.7%となり､

椎貝は殻を開いたまま静かな状態になり始める｡また､酸素量

の低下により椎貝が活発に動きまわるとお互いにかみ合いを生じ､外套膜に傷を付けるようなことも起

る｡このように水槽内の酸素の量は急激に低下して問題が起るので､手入れの際は椎貝の密度を出来

るだけ少 くしたり､流水にするとか

､種々と工夫して長く放置 したり乱暴にあつか うようなことは絶対に避けるよう努めることが必要




